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(1) [online] https://ja.wikipedia.org/wiki/自意識過剰 2017 年 8月 29 日参照 





こではその差異をより明確にあらわすために図式化してみたい。(Figure 1, 2) 
                  




















 筆者にとってこの属性以前の「ゼロの自分」である先天的自意識を写し取る試行の 1 つ






Figure 4                   
























       
          
Figure 5  











































      
Figure 6 おそ松くん (1962)             Figure 7 おそ松さん (2015)     




















Figure 8              
（円井テトラ名義 『ポートレート・ポートレート』写真集  2016 より） 
 








Figure 9              

































        
Figure 10 スピード証明写真機        Figure 11 スピード証明写真台紙 
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意識が生まれてくることに気づいた。そして『あなたとわたし』(2012 年〜) (1-2 Figure 5)の
撮影では、ウィッグを用いて多様な髪型を装うことで後天的自意識の変化を実験的に視覚






































天的自意識のかたちそのものである。     



















































































































Figure 15  












Figure 16   
(円井テトラ名義 『あなたとわたし』 2012〜) 
 


































      
Figure 17                     Figure 18 
     
Figure 19                     Figure 20 



















































                                                   
(3)有田忠郎、ルネ・ネリ 『エロティックと文明』 紀伊国屋書店 1979 年 
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Figure 22   






































































































































Figure 23   



















Figure 24  











































































   
 































































【第 4 章】「あなた」と「わたし」をつなぐもの 
 







Figure 27   上から順番に A列、B列、C列、D列とする 
(円井テトラ名義 『あなたとわたし』 2012〜) 
 
 この作品は、被写体である自身と相手との関係性や性自認を、ウィッグの髪型に反映さ
せて撮影したセルフポートレートのシリーズである。横に並んでいる 8 枚を 1 シリーズと






















































たとわたしと世界』(2011〜2012 年) (Figure 28,29)を制作し、いろいろな場所や時間によって





『向こうの 6時』                          『こちらの 9時』 
























    
『こちらの 10時』                         『向こうの 12時』 













 『あなたとわたし』(2012 年〜) (4-1 Figure 27)では、カメラが切り取る四角い枠の中にも「あ
なたとわたし」しか存在せず実際に撮影する空間にも二人だけという環境で制作した。『あ






















年〜) (4-1 Figure 27) の作品の中で多数の「あなた」との比較により浮かび上がらせようとし
た曖昧な自己の魂と、「あなた」を写さないことによる『あなたとわたしと世界』(2011〜2012























































Figure 30              









Figure 31              


















































 現実に物理的な身体として実在していない 7 人のイメージを実存する自身を覆い隠して
しまった包帯に投影することで、つかみどころのない自分と、想像の中で形として強くイ
メージされる自意識のどちらが自分なのかということについて考察したいと思った。 
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Figure 34       















                                                   






Figure 35       
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